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１.はじめに（背景と研究の目的） 

 建築用シーリング材は、建築物の水密性・気密性を目

的とする防水材料であり、その機能は長期的に維持され

なければならない。一方、シーリング材の劣化は、漏水

を誘発させるだけではなく、外壁内部を腐食させ、外壁

材の落下等を発生させる恐れがある。線路上や駅利用者

が多く通行する箇所に外壁材が落下することにより、列

車の安全安定輸送や駅利用者の安全に影響を及ぼす恐れ

があるため、安全性を保つための予防保全が重要である。

シーリング材の経年に応じて打ち替えが必要であるが、

駅舎や機器室、待合所等(以下では「駅舎等」とする)は

鉄道に近接しているため、建物全体のシーリング材の改

修や検査は困難であり、事後保全となる事が多い。検査

は目視、触診で定期的に行っているが、検査者により劣

化度合の判定が異なることや防水上の観点においては、

シーリング材の損傷深さの把握が重要¹⁾であるが、鉄道

に近接した箇所では損傷深さの計測が容易に行えない課

題がある。 

このような背景から、本報告では、シーリング材の劣

化度の客観的かつ簡易な検査方法の検討を行うことを目

的とする。その端緒として、表面状態から損傷深さの推

測が可能かを検討するため、本報その１では JR 東日本管

内における駅舎等のシーリング材を調査し、表面状態と

損傷深さの関連についての分析を行ったので、その結果

を報告する。 

２.調査概要 

シーリング材のクラック量、クラック幅、損傷深さの

関連を調べるため、駅舎等のシーリング材について 35 建

物 97 箇所の調査を行った。調査した建物の所在地、建物

用途、建物しゅん功後の経過年数、外壁種別を表 1に示す。

シーリング材の経過年数は建物しゅん功後の経過年数と

一致しない場合もあり、一部においては不明確である。

調査は、駅舎等の外壁目地に充填されている既存シーリ

ング材を対象とし、建物の各方位にて劣化が著しい箇所

を調査箇所とした。伊藤ら²⁾の研究では、シーリング材

の動的耐候性試験を行い、劣化状態であるクラック量、

クラック幅、損傷深さを観察し、定量的に評価すること

により、防水上の欠陥を加味した劣化状態の評価が可能

であることが示されている。よって本研究においてもク

ラック量（Q値）、クラック幅（W値）、損傷深さ（D値）

の調査を行った。クラック量(Q値)、クラック幅(W値)、

損傷深さ(D 値)の計測は、JISA1439₋2022³⁾に準拠して

各々0 から 5 までの 6 段階で評価し、記録に残した。クラ

ック量(Q 値)は図 1に示すように観測された最大のクラッ

ク量を目視にて評価した。クラック幅(W 値)、損傷深さ

(D 値)の計測は、図 2、図 3a、図 3b に示すように、クラ

ックゲージ、クラックテスターを用いて行い、観測され

た最大計測値を評価値として採用した。計測に使用した

クラックテスターの針芯は 0.25㎜を採用した。 

 

 
NO. 所在地 建物用途 経年 外壁種別 

1 宮城県古川市 待合所 10 サイディング 

2 宮城県大崎市 待合所 10 サイディング 

3 宮城県栗原市 駅舎等 33 タイル/金属系サイディング 

4 宮城県栗原市 地震計建屋 44 アルミパネル 

5 宮城県柴田郡 車庫 42 押出成型セメント板 

6 宮城県柴田郡 車庫 42 押出成型セメント板 

7 宮城県白石市 車庫 42 押出成型セメント板 

8 福島県伊達郡 車庫 42 押出成型セメント板 

9 宮城県白石市 車庫 42 押出成型セメント板 

10 宮城県仙台市 事務所 46 SUS(EXP.J) 

11 宮城県大崎市 機器室 42 アルミパネル 

12 宮城県遠田郡 休憩所 43 押出成型セメント板 

13 宮城県名取市 機器室 21 押出成型セメント板 

14 宮城県岩沼市 機器室 7 押出成型セメント板 

15 宮城県岩沼市 駅舎等 44 押出成型セメント板 

16 宮城県岩沼市 機器室 10 サイディング 

17 宮城県名取市 倉庫 15 押出成型セメント板 

18 宮城県柴田郡 機器室 40 アルミパネル 

19 宮城県柴田郡 休養室 33 サイディング 

20 埼玉県さいたま市 倉庫 43 サイディング 

21 宮城県遠田郡 休憩所 42 石綿成型版 

22 宮城県遠田郡 駅舎等 10 サイディング 

23 宮城県石巻市 便所 14 サイディング 

24 宮城県石巻市 旅客上家 41 モルタル仕上げ外壁 

25 宮城県石巻市 機器室 6 サイディング 

26 宮城県石巻市 駅舎等 11 金属系サイディング 

27 宮城県東松島市 待合所 8 窯業系サイディング  

28 宮城県多賀城市 駅舎等 4 ケイカル板/サイディング 

29 宮城県柴田郡 駅舎等 11 押出成型セメント板 

30 宮城県柴田郡 便所 15 サイディングタイル 

31 宮城県石巻市 駅舎等 29 サイディング 

32 宮城県石巻市 駅舎等 95 サイディング 

33 宮城県東松島市 駅舎等 11 サイディング 

34 宮城県東松島市 職場 11 サイディング 

35 宮城県仙台市 職場 32 押出成型セメント板 
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３．調査結果と考察 

３．１シーリング劣化の傾向 

クラック量(Q値)、クラック幅(W値)、損傷深さ(D値)

の積値(QWD値)を劣化の評価尺度²⁾とし、調査した 35建

物 97 箇所のシーリング材の QWD 値を求めた。図 4 に建

物しゅん功後の経過年数と計測した 97 箇所の QWD 値の

散布図を示す。図 4 によると、QWD 値が最大値 125 に近

い 100以上の箇所における各方位の出現確率は、南面が一

番高いことから紫外線の影響を強く受けたことで、シー

リング材の劣化が進行したことが想定される。また、一

般的にシーリング材は 10 年前後で打ち替えが推奨される

が⁴⁾建物しゅん功後の経過年数が 15 年未満の建物におい

ても、QWD 値の評価値が 100 以上となるものがあった。

これは、紫外線の影響だけではなく、列車の振動や地震

等によるムーブメントが生じたためと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

３．２損傷深さ(D 値)と相関のある評価値 

損傷深さ（D 値）とクラック量（Q 値）、クラック幅

（W 値）の関係を分析した。目的変数を損傷深さ(D値)と

し、クラック量(Q値)、クラック幅(W値)、クラック量と

クラック幅の積(QW 値)を説明変数とし、相関分析を行っ

た。さらに、損傷深さ(㎜)とクラック幅(㎜)に関しても、

相関分析を行った。その結果を図 5～8に示す。図 5～8に

よると、Q 値との相関係数は 0.62、W 値は 0.70、QW 値

は 0.60、クラック幅(㎜)は 0.36 であり、D 値と最も相関

があるのは W 値であった。以上より、D 値と W 値に強い

相関が認められたため、W 値から D 値を推測できる可能

性が示唆された。よって、表面状態(クラック量、クラッ

ク幅)が分かればシーリング材の損傷深さを推測できる可

能性が見出された。 

         

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

５．むすび 

 本研究では、駅舎等建物のシーリングの劣化度調査を

97 箇所で実施した。その結果、得られた知見を以下に整

理する。 

・シーリング材が暴露された環境や列車の振動や地震等

によるムーブメントの影響により、経年によらず、劣化

状態の尺度 QWD 値が大きくなっている駅舎等が存在した。 

・方位については、南面のシーリング材が著しく劣化し

ていた。 

・表面状態(クラック量、クラック幅)が分かれば、シー

リング材の損傷深さを推測できる可能性がある。 

今後は、計測地域やサンプル数などを増やして、損傷

深さと表面状態の相関性について更に検討する。次報で

は、本報での知見を踏まえ、客観的かつ簡易な検査方法

について検討する。 

 

 

 

 

 

 

図 3a 損傷深さの計測 

図 1 クラック量の評価 

図 3b 損傷深さの計測 

図 7 D 値と QW 値の相

関 

図 5 D 値と Q 値の相関 図 6 D 値と W 値の相関 
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図 8 損傷深さ(㎜)とクラッ

ク幅(㎜)の相関 

図 4 経年と QWD 値の散布図(方位) 

図 2 クラック幅の計測 
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